
リモート講義管理システム操作説明書 

 
  このシステムはリモート講義管理システムです。主な機能はオンラインで講義を販売、購

入者に対してスケジュール通りに Zoom で講義を行う、などです。 

 

役割によって、使う機能はそれぞれ異なります。 

一、講師役割 

アカウント 1001 パスワード 0000 

１、講師は「カレンダー」のスケジュール通りに講義を行います。 

「ライブ授業」ボタンは授業の 20 分前から表示されます。「ライブ授業」ボタンが押されると

Zoom が起動します。同時に学生の画面に「ライブ授業」も表示されます。 

 

 

 

２、出席一覧で購入済みの学生リストが表示されます。 

 



 

 

 

３、試験管理で各講義に対する試験を作成できます。 

 

 



 

４、お知らせ管理は、学校内部にお知らせを追加できます。 

 

 

 

 

  

 

二、学生役割  

アカウント 2332 パスワード 0000 

アカウント 2333 パスワード 0000 

アカウント 2334 パスワード 0000 

アカウント 2335 パスワード 0000 

 

１、新規学生はメールでシステムに新規登録します。 

 



 

 

２、ログイン後、「講義リスト」で講義を確認する事ができます。 

 

 

 



 

３、習いたい講義を購入します。 

テスト用のクレジットカード番号：4111 1111 1111 1111 

 

 

 

４、購入済みの講義のスケジュールは「カレンダー」に表示されます。 



 

 

 

５、スケジュール通りに、先生が Zoom を起動すると、画面に「ライブ授業」ボタンが表示さ

れます。「ライブ授業」ボタンを押すと、Zoom が自動的に起動して、講義に参加できます。

Zoom がインストールされていないと、Zoom をダウンロードしてもいいですか、というメッセ

ージが表示されて、「Yes」を押すと、Zoom は自動的にダウンロードされて、起動されます。 

 



 

 

 

６、「購入講義」ではキャンセルと教材ダウンロードが可能です。 



 

 

 

 

７、オンライン試験では、先生が用意した試験に参加する事ができます。 



 

 



 

 

 

 

 

三、管理者役割  

アカウント 0000 パスワード 0000 

 

１、講義管理では、講義を新規追加及び講義修正を行います。 

 



 

 



 

 

「基本情報」、宣伝用の「写真」、「スケジュール」を順次設定して、保存します。 

 



 

 

 

２、「販売履歴」では、表示されているデータを CSV にアウトプットすることができます。 



 

 

３、「返金履歴」、表示されているデータを CSV にアウトプットする事ができます。 



 

 

４、社員の追加は「社員管理」で行います。 



 

 

５、「試験管理」 

  試験作成のために、メニュー「試験設定」の「問題分類管理」、「問題形式管理」、「問題文

管理」、「試験テンプレート」あらかじめ設定する事が必要です。 



 

 

試験作成時、試験名称、問題分類、講義、テンプレート、提出締切を指定が必要です。 

試験を「有効」に設定すると、各講義に参加する学生がオンライン試験が可能になります。 



 

 

 

 

  

 


